
日立グループ企業名 事業概要/売却部門 売却先 売却額

日立工機 電動工具 米KKR 約1,400億円

日立国際電気 半導体製造装置事業部門 米KKR 907億円

日立マクセル 蓄電池、映像、自動車 SMBC日興證券 約150億円

日立キャピタル
金融ソリューション事業

（株式の一部譲渡で連結子会
社から持ち分法適用会社に）

三菱UFJフィナンシャ
ル・グループ

1,081億円

 日立物流
物流事業

（株式の一部譲渡で連結子会
社から持ち分法適用会社に）

SGホールディングス 約860億円

クラリオン
カーナビなど車載機器

（全株式の譲渡）
仏ファルシア 899億円

 日立化成 高機能材料 昭和電工 9,640億円

日立ヘルスケアシステムズ 画像診断機器事業 富士フィルム 1,790億円

三菱日立パワーシステム
（MHPS）

火力発電事業：MHPSの35%
の全株式を三菱重工に売却

三菱重工 約2,480億円

日立の２０１６年以降の主な事業売却と海外企業買収
（日立懇調べ、売却額は推定）

事業売却（計画も含む）

日
立
製
作
所
は
「
２
０
２
１
中
期
経
営
計
画
」
で
「
社
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
に
な
る

と
宣
言
、
そ
の
た
め
に
中
核
事
業
の
イ
ン
フ
ラ
や
Ｉ
Ｔ
・
情

報
技
術
中
心
に
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
、
非
中
核
部
門
や
低

収
益
事
業
の
切
り
離
し
・
売
却
を
進
め
「
関
連
企
業
８
０
０

社
を
５
０
０
社
に
縮
小
す
る
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
以
降
で
、
日
立
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
国
内
事

業
と
グ
ル
ー
プ
子
会
社
売
却
総
額
は
１
兆
９
０
０
０
億
円
超

に
も
な
っ
て
い
ま
す
（
左
表
）
。
国
内
従
業
員
数
は
約
２
万

三
千
人
減
、
国
内
子
会
社
数
は
87
社
減
（
２
０
１
９
年
度
二

四
半
期
時
点
と
比
較
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
立
グ
ル
ー
プ
の
モ
ノ
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
茨
城
県
北

で
、
製
造
部
門
の
事
業
再
編
・
売
却
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

日
立
工
機
を
米
投
資
フ
ァ
ン
ド
Ｋ
Ｋ
Ｒ
に
売
却
、
日
立
オ
ー

ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
は
ホ
ン
ダ
の
部
品
メ
ー
カ
ー
と
統

合
、
日
立
化
成
は
昭
和
電
工
に
売
却
、
画
像
診
断
医
療
機
器

事
業
の
富
士
フ
ィ
ル
ム
へ
の
売
却
、
日
立
金
属
は
拠
点
の
閉

鎖
や
統
合
と
人
員
圧
縮
の
早
期
退
職
募
集
、
日
立
の
火
力
発

電
事
業
を
三
菱
重
工
に
完
全
売
却
な
ど
。
日
立
の
「
モ
ノ
づ

く
り
」
の
拠
点
か
ら
日
立
が
消
え
て
い
く
こ
と
は
、
日
立
が

本
格
的
に
脱
製
造
業
を
め
ざ
す
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
、
「
日
立
グ
ル
ー
プ
の
木
」
が
ど
ん
ど
ん
剪
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
再
編
・
売
却
が
行
わ
れ
て
い
る
職
場
で
は
人

員
削
減
、
退
職
勧
奨
、
雇
止
め
な
ど
が
行
わ
れ
、
雇
用
と
生

活
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
は
、
雇
用

縮
小
や
関
連
下
請
け
企
業
の
仕
事
量
減
、
転
出
者
増
に
よ
る

人
口
減
少
な
ど
の
影
響
が
で
て
い
ま
す
。
日
立
の
リ
ス
ト
ラ

経
営
で
、
職
場
と
地
域
は
衰
退
の
一
途
で
す
。

日
立
は
経
団
連
会
長
企
業
と
し
て
、
経
営
の
あ
り
方
が
社

会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
相
応
し
く
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
順
守
）
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
、

「
日
立
人
権
方
針
」
で
、
従
業
員
と
地
域
を
と
も
に
歩
む
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
尊
重
す
る
。
そ
し
て
「
優
れ
た
自
主
技
術
・

製
品
の
開
発
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
企
業
理
念
で
、

利
益
第
一
の
リ
ス
ト
ラ
経
営
か
ら
持
続
可
能
な
経
営
に
転
換

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
12
月
18
日
、
日
立
製
作
所
は
画
像
診
断
事
業
、
医

療
Ｉ
Ｔ
事
業
の
一
部
を
富
士
フ
ィ
ル
ム
に
売
却
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
医
療
Ｉ
Ｔ
事
業
は
日
立
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
ズ
（
以
下
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
売

却
対
象
と
な
っ
た
事
業
の
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
労
働
者

を
犠
牲
に
す
る
事
業
構
造
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
は
昨
年
５
月
、
「
三
重
事
業
所
を
11
月
に
閉
鎖

し
、
大
半
を
東
京
本
社
と
千
葉
・
柏
に
異
動
す
る
」
と
発
表
。

会
社
は
、
「
個
人
面
談
」
で
、
①
異
動
を
受
け
入
れ
る
か
、

②
辞
め
る
か
の
選
択
を
迫
り
ま
し
た
。

職
場
内
で
足
を
骨
折
し
労
災
認
定
さ
れ
た
Ｎ
さ
ん
、
腰
痛

症
に
よ
る
労
災
認
定
さ
れ
た
Ｍ
さ
ん
は
、
柏
に
は
移
動
で
き

な
い
、
何
と
か
三
重
で
仕
事
続
け
た
い
と
電
機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
に
加
入
し
会
社
と
団
交
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
は
頑
な
対
応
に
終
始
し
、
団
交
で
の
進
展

が
図
ら
れ
な
い
た
め
、
11
月
22
日
三
重
労
働
局
に
「
Ｈ
Ｉ
Ｈ

Ｓ
三
重
事
業
所
の
閉
鎖
に
伴
う
異
動
が
、
障
が
い
者
雇
用
促

進
法
の
合
理
的
配
慮
義
務
に
抵
触
す
る
」
と
助
言
を
申
出
ま

し
た
。

三
重
労
働
局
は
昨
年
12
月
６
日
付
の
会
社
へ
の
助
言
文
書

を
発
出
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
通
常
甘
受
す
べ
き
程

度
を
著
し
く
超
え
る
不
利
益
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
権

利
の
乱
用
に
あ
た
る
と
し
て
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性
が
否
定

で
き
な
い
」
と
強
調
。
労
働
契
約
法
３
条
に
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
に
対
す
る
配
慮
」
が
労
働
契
約
の
変
更
の
原
則
と
指

摘
し
、
履
行
を
求
め
て
い
ま
す
。

従
業
員
や
障
が
い
者
を
犠
牲
に
し
、
事
業
所
閉
鎖
や
リ
ス

ト
ラ
を
行
う
こ
と
は
現
行
の
労
働
諸
法
に
抵
触
し
、
政
府
が

推
進
し
て
い
る
働
き
方
改
革
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
か
ら
も
逸
脱
し
、
自
ら
が
宣
言
す
る
「
日
立
グ
ル
ー
プ
人

権
方
針
」
を
否
定
す
る
や
り
方
で
す
。
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日 立 関 連 労 働 者 懇 談 会

〒105-0004 東京都品川区二葉2-20-8
染野ビル２Ｆ

（電機労働者懇談会気付）
TEL(03)-6421-5323 FAX(03)-6421-5324

日 立 懇 ★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6355-2905 ( 森 ) 働きがいのある人間らしい仕事を

日立｢選択と集中｣で働く者犠牲･地域衰退
日
立
の
モ
ノ
づ
く
り
拠
点
で

製
造
部
門
の
再
編
・
売
却
が
加
速

職
場
・
地
域
を
大
事
に
し
て

持
続
可
能
な
経
営
に
転
換
を

医
療
Ｉ
Ｔ
部
門
売
却
で

障
が
い
者
に
無
理
な
配
転
押
し
付
け

困ったらひとりで悩まず
「電機・情報ユニオン」に相談を

誰でも一人で入れる組合です。退職勧奨･強要やパワハラ

などお困りのことがあれば、一人で悩まずに、気軽に相談

下さい。管理職の方も相談ができます。

（本部）東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル ２F
ＨＰ；http://www.denki-joho.jp/ ＴＥＬ；03-6421-5323
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事
業
所
を
閉
鎖
す
る
方
針
で
異
動
で
き
な
い

人
や
困
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
。
異
動
先
が

関
東
方
面
に
な
り
退
職
を
選
択
す
る
方
が
出
て

き
て
い
る
。
何
と
か
し
た
い
。

（
日
立
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）

再
雇
用
な
の
に
年
金
を
切
り
崩
さ
な
い
と
生

活
出
来
な
い
の
は
お
か
し
い
。（

日
立

神
奈
川
）

Ｂ
Ｓ
に
異
動
し
た
。
処
遇
は
変
わ
ら
な
い
と

言
わ
れ
た
の
に
、
減
給
に
な
っ
て
い
る
。

仕
事
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
来
て
い
る
将
来
が

心
配
で
あ
る
。

（
日
立
Ｂ
Ｓ
）

共
働
き
で
、
子
育
て
中
な
の
で
、
仕
事
の
配

分
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
、
社
内
の
人
員
に
余

裕
を
も
た
せ
て
ほ
し
い
。
（
ギ
リ
ギ
リ
の
人
員

で
仕
事
を
回
し
て
い
る
た
め
不
安
が
あ
る
）

（
日
立

金
融
）

基
本
給
が
あ
ま
り
に
も
低
く
、
残
業
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
手
取
り
で
16
万
円
程
。
通
勤
を

考
慮
し
、
職
場
に
近
い
家
賃
が
高
い
エ
リ
ア
に

住
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
生
活
が
大
変
で
す
。

朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
が
悲
惨
な
た
め
、
7
時

前
の
電
車
に
乗
り
通
勤
し
て
い
ま
す
。
無
駄
が

多
い
気
が
し
ま
す
。
も
っ
と
在
宅
勤
務
や
テ
レ

ワ
ー
ク
が
進
ん
で
欲
し
い
と
切
実
に
思
い
ま
す
。

（
日
立

秋
葉
原
）

残
業
す
る
な
と
言
わ
れ
る
の
に
業
務
量
は
増

え
る
一
方
。
忙
し
い
人
と
暇
な
人
の
差
が
激
し

す
ぎ
る
。
ど
ん
ど
ん
周
り
は
会
社
に
見
切
り
を

つ
け
て
辞
め
て
い
く
。
自
分
も
会
社
が
嫌
い
に

な
っ
た
。

（
日
立

産
業
Ｂ
Ｕ
）

ノ
ル
マ
達
成
の
た
め
毎
週
業
績
会
議
を
開
き
、

残
業
削
減
と
言
い
な
が
ら
ノ
ル
マ
は
積
み
上
げ

さ
れ
て
い
る
。
し
わ
寄
せ
を
喰
ら
う
若
手
社
員

や
下
請
け
は
短
期
間
で
職
場
を
去
る
な
ど
職
場

環
境
は
廃
れ
て
い
ま
す
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

給
与
に
関
し
て
等
級
に
よ
っ
て
給
与
の
Ｍ
Ａ

Ｘ
値
が
決
ま
っ
て
い
て
毎
年
の
定
期
昇
給
で
も

上
が
ら
ず
困
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ａ
Ｘ
値
に
な
っ

た
ら
、
次
の
等
級
に
必
然
的
に
上
が
る
よ
う
に

出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

（
日
立

Ｓ
Ｐ
本
）

老
後
の
生
活
に
安
心
が
持

て
る
賃
金
水
準
ま
で
Ｕ
Ｐ
さ

せ
て
ほ
し
い
。（

日
立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
）

基
本
給
が
低
く
所
帯
を
持
つ

と
苦
し
い
。
貯
蓄
が
出
来
な
い
。

（
日
立

国
分
）

職
場
や
人
員
の
再
編
が
激
し

く
、
不
安
が
積
も
る
。
（
日
立

日
立
事
業
所
）

上
司
に
対
し
て
イ
エ
ス
マ
ン
が
評
価
さ
れ
、

意
見
を
言
う
人
間
は
評
価
を
下
げ
ら
れ
る
。

（
日
立

大
甕
）

子
会
社
に
転
属
さ
せ
ら
れ
て
大
き
く
減
収
に

な
っ
た
。
子
会
社
の
主
任
技
師
は
親
会
社
の
技

師
並
の
処
遇
。
親
会
社
に
戻
し
て
ほ
し
い
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
）

会
社
で
問
題
点
を
指
摘
し
た
ら
出
向
に
な
っ

た
。
早
期
退
職
募
集
で
退
職
勧
奨
を
受
け
た
。

今
回
も
同
じ
目
に
遭
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
。

（
日
立
金
属

日
高
）

一
部
の
人
が
潤
う
仕
掛
け
を
作
る
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
正
当
な
賃
金
を
支
払
い
生
活
を
安
定

し
た
社
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
人
に
投

資
し
て
く
だ
さ
い
。

（
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

関
西
）

ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
の
処
遇
制
度

へ
の
共
通
化
の
た
め
、
賃
金
レ
ン
ジ
の
非
公
開

化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
賃
下
げ
や
、
格
差
拡

大
を
招
く
と
思
う
の
で
、
絶
対
に
や
め
て
ほ
し

い
。

（
日
立
Ｊ
Ｃ
空
調

清
水
）

「 苦 し い 」 が ６ 割 、

生 活 実 感 は 悪 化

日
立
懇
が
集
計
し
た
「
２
０
２
０
年
生
活
改
善
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
低
賃
金
や
、
手
当

の
削
減
、
不
透
明
な
査
定
他
、
従
業
員
の
困
っ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
各
労
働
組
合
に
お
け
る
、

春
闘
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、
昨
年
以
上
の
賃
上
げ

他
、
結
果
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生活実感 生活に必要な月の増額

困っている、不安なこと

生活が「かなり苦しい」「やや苦しい」という回答が全体の約
６０％と多数を占めました。生活に必要な月の増額は、３万円以
上の回答が８割超でした。大幅な賃上げが求められます。

リ
ス
ト
ラ
が
始
ま
っ
た
日
立
金
属
の
従

業
員
の
方
か
ら
、
左
記
の
よ
う
な
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

・
日
立
懇
配
布
の
門
頭
ビ
ラ
で
本
件
初
め

て
知
っ
た
。
労
組
か
ら
は
、
ま
だ
何
の
情

報
＆
ア
ク
シ
ョ
ン
も
な
い
。

・
人
事
も
労
組
も
活
動
が
表
面
的
。
本
当

に
社
員
＆
家
族
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て

い
な
い
。
（
癒
着
＆
御
用
組
合
＆
保
身
）

・
会
社
側
は
ア
ク
シ
ョ
ン
の
速
さ
に
対
し

て
、
労
組
の
対
応
が
遅
い
。
（
組
合
員
の

期
待
＆
要
求
に
応
え
な
い
）

・
前
回
の
「
リ
ス
ト
ラ
面
談
」
（
２
０
１

３
年
）
で
も
痛
感
し
た
が
、
毎
月
高
い

（
約
５
千
円
）
組
合
費
を
払
っ
て
い
て
も
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
組
合
員
を
守
ら
ず
見
過

ご
し
頼
り
に
な
ら
ず
、
ス
ト
ラ
イ
キ
さ
え

行
使
し
な
い
。
（
無
抵
抗
で
会
社
側
の
言

い
な
り
）

従
っ
て
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
頑
張
っ

て
頂
き
、
期
待
し
て
い
ま
す
！

（
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
！
守
っ
て
く
だ
さ
い
！
）

日
立
金
属
リ
ス
ト
ラ

２０
春闘

未回答

単位：％

複数選択

生 活 改 善 要 求 ア ン ケ ー ト

処遇制度で困っていること
％

困っていることは
「低賃金」がトップ
で、続いて「人員削
減」「年金・老後」
でした。処遇制度に
ついては「諸手当の
廃止」がトップで、
続いて「減給」「不
透明な査定」という
結果でした。

複数選択

％

％


